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出席者は記載者が○をつける

出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・本日、南病棟転棟予定の佐々木哲朗様は深夜からの発熱あり、ケア対応での経過を見るため、主治医の指示で、明日以降の転棟予定となりました。

＜患者様連絡事項＞

・勝田ヒモエ様・島脇テル様・吉田寿雄様、低血糖時インスリン予測指示継続。

・藤田　金弘様～感冒症状軽減してきていることから、PL顆粒飲み切り止めとなっています。時折、咳嗽・胸部痛の訴え聞かれていますので、症状の観察おこなっていきましょう。

　　　　　　　　発熱時の予測支持は本日で終了となっています。

・瀬川　はな様～ツムラ(1)葛根湯3Ｐ　3×ＶｄＥ/2Ｔ継続処方となっていましたが、飲み切り止めとなっています。

・前川原　勝美様～発熱なく、感冒症状は改善傾向にあります。昨日、点滴は終了抜去、本日

の朝食より食事開始となっています。朝食はむせこみあり本日昼よりミキサー食＋トロミ付きへ食箋変更し、昼食は摂取良好でしたが、ゼリーの摂取にもむせこみ見られる為、食事の摂取には十分注意していきましょう。

・村井　八郎様～38度台の発熱続き、昨晩嘔吐も見られていました。本日主治医診察し点滴と抗生剤（セフジトレン）処方となっていましたが、上記症状改善せず再度報告しています。食止め、点滴24時間キープ、抗生剤（ロゼクラート）あり観察室へ移動しています。酸素５L流入にて酸素飽和濃度92％となり、服満も見られビタミンB剤（パントール）、ホルモン剤（プロスタルモンF）を本日２本目の点滴混入指示。16：45　39度台の発熱ありアンヒバ坐薬の指示あり施行。

　　　　　　　　糖尿病の既往あり適時、血糖測定の指示も頂く。

· 吉田　寿雄様～臨時薬　総合感冒薬（PL）、抗生剤（セフジトレン）１日分継続処方。

· 中村　マス様～主治医診察にて右関節痛ありアスモロール　100ｇ処方。

・大山　喜市様～13：30　老健「はくじゅ」へ入所の為、退院となっています。

　　　　　　　

＜家族面談＞

・川村　長一郎様～本日、妻様・孫様と、今後の方向性について面談をおこなっています。本人様は妻様に対して易怒性や興奮性は今後も継続していく事（昔、妻様が不貞をはたらいた事により、攻撃的となっている）が予測される事と、妻様自身が狭心症により体調の不安もあることから、自宅での対応は困難である為、今後は施設入所を検討していくこととしています。

介護保険の手続きはされていないとの事で、手続きして頂く様説明しています。

面談終了後、面会して頂いていますが、御家族様が帰られたあとも、東通路のオートドアにて待つ事あります。今後南Aユニットの玄関からの面会は、本人の離院の可能性もある為、次回からの面会も正面玄関入り口からきて頂く様説明していきます。又、面会時は当人同士のみは避け、必ずスタッフが立ち会う事としていきます。

面会前後の本人の状況や行動を注意して観察して行きましょう。

＜事故報告＞

・吉田　寿雄様～24日（水）～の定期薬のアミノバクトが薬局から上がってきていないのに気付かず、セットされるべきものがされておらず、服薬をしていないという状況がありました。

　　　　　　　　（現在、事故報告書作成中）薬をセットする際には、処方箋との確認をしながら必ずセットするようマニュアルの遵守をお願いします。

　　　　　　　　又、投薬チェック表のダブルチェックの印が夜勤帯で漏れていることが多い為、忘れずに確認していきましょう。

＜褥瘡状態検討＞

・北山　和子様～表面は改善傾向にあり、浸出液はないですが悪臭があります。また、ポケットの深さは0.5㎜程度です。一度、主治医に見て頂き、今後について確認していきましょう。

　　　　　　　　夜間の体位変換は忘れずに行って下さい。

　＊車椅子や、リスクの高い患者様が多いので、1日中同じ体勢はさけていきましょう。

　　保清による予防効果は高いので、入浴も決められた日には入れていくようにしましょう。

